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議会基本条例に関する部会での意見について 

 

 

・各条ごとの論点を明らかにしたことは良いこと。条ごとの選択肢を明確に示せれ

ば良い。 

 

・合意形成を目指すということで話が進んできたことは良い。 

 

・それぞれの委員が会派に持ち帰って議論を深めたうえで参加していくことが大切。 

 

・わかりやすさを目指してきた部分では完成形になってきたかと思う。合意形成を

しっかりととって、進められれば良い。 

 

・引き続き、協力して完成すれば良い。 

 

・各会派のご意見をいただきながら一つのものを作るということが議会の改革。 

 あとは、会派に持ち帰り論点がぶれないようにまとまれば良い。 

 

・議会が何か迷走したときに戻るところになる。基本条例は作って終わりではなく

て、これをもとにどう進めていくか、先の議論も考えられたら良い。 

 

・スピードも大事だけど中身も大事。作ったら終わりではなく、議会としての改革

があれば、そこに追加していくことが大事。 

 

・次期では、今期の意見を引き継いで、議論が最初からにならないようにしてほし

い。今回重要なことは、ペンディングになっていない、決まったことを会派に持

ち帰って共有すること。 

 

・今後、前文について素晴らしいものができると良いと思う。 

 

・議会改革を進めていくためにも、一つの合意を作って、立ち位置のベースになる

ものになると思う。できたものを各会派に引き継いで次年度につながれば良い。 

 

・他の条例等の屋台骨になるものと思う。早く完成させて、住民の皆さんの住民自

治、団体自治が進展することを願っている。 


